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新
市
建
設
へ
始
動

新
市
建
設
へ
始
動�

新
市
建
設
へ
始
動�

６，０００万円でスタート�

２１４億６，０００万円�

その他�
２３億７,５９９万円�
（１１．１％）�

その他�
２３億７,５９９万円�
（１１．１％）�

地方交付税�
８７億円�
（４０．５％）�

市税�
３５億２，８９７万円�
（１６．４％）�

市債�
２６億４，４４０万円�
（１２．３％）�

市債�
２６億４，４４０万円�
（１２．３％）�

繰入金�
１８億２，６４５万円�
（８．５％）�

府支出金�
１２億１，８３２万円�
（５．７％）� 地方交付税�

８７億円�
（４０．５％）�

市税�
３５億２，８９７万円�
（１６．４％）�

繰入金�
１８億２，６４５万円�
（８．５％）�

府支出金�
１２億１，８３２万円�
（５．７％）�

国庫支出金�
１１億６，５８７万円�
（５．５％）�

◆歳入の財源別内訳�
地 方 譲 与 税 �
利 子 割 交 付 金 �
配 当 割 交 付 金 �
株式等譲渡所得割交付金�
地 方 消 費 税 交 付 金 �
ゴルフ場利用税交付金�
自動車取得税交付金�
地 方 特 例 交 付 金 �

２．３％�
０．１％�
０．１％�
０．０％�
１．７％�
０．１％�
０．７％�
０．４％�

交通安全対策特別交付金�
分 担 金 及 び 負 担 金 �
使 用 料 及 び 手 数 料 �
財 産 収 入 �
寄 附 金 �
繰 越 金 �
諸 収 入 �

０．０％�
０．７％�
１．３％�
０．０％�
０．０％�
０．９％�
２．８％�

歳
入
に
お
い
て
は
、
土
地
・
家

屋
の
評※

１

価
替
え
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
自※

２

主
財

源
の
根
幹
で
あ
る
市
税
全
体
で
前

年
度
四
町
の
当
初
予
算
合
計
を
下

回
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革

の
中
で
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
見

直
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
削
減

な
ど
が
行
わ
れ
た
一
方
で
、
合
併

特
例
法
に
基
づ
く
国
の
財
政
支
援

措
置
に
よ
る
地※

３

方
交
付
税
、
合
併

特
例
債
な
ど
の
増
加
を
見
込
ん
で

い
ま
す
が
、
一
般
財
源
総
額
は
旧

町
時
に
引
き
続
き
、
大
き
く
不
足
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ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
当
初
予
算
が
決
ま

り
ま
し
た
。
新
年
度
の
当
初
予
算
は
、
市
長
選
挙
直
後
の
編
成
と
な
っ
た
た
め
、
新
規
事
業
の

予
算
計
上
を
抑
え
た
義
務
的
経
費
中
心
の
骨
格
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
旧
四
町
の
歴
史
・

伝
統
・
文
化
等
を
尊
重
し
な
が
ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

規
事
業
や
投
資
的
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
補
正
予
算
で
肉
付
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。



１８年
度�

予算
�

8.770380
総予算�

１８年度予算額の内訳�
一般会計は２１４億�

会 計 名 �予 算 額 �

一 般 会 計 �２１４億６，０００万円�

国民健康保険事業特別会計� ３１億３，８００万円�

老人保健事業特別会計� ４１億９，８００万円�

介護保険事業特別会計� ２７億２，３８０万円�

市営バス運行事業特別会計� ４，５６０万円�

簡易水道事業特別会計� １５億８，２５０万円�

下水道事業特別会計� ３５億５，１３０万円�

商品券事業特別会計� ４，１８０万円�

土地取得事業特別会計� ２億    ３０万円�

１１億４，６４０万円�

合　　　計� ３８０億８，７７０万円�

特

別

会

計
�

上水道事業会計�企業会計�

◆歳出の性質別内訳�

その他�
１億３，７４１万円�
（０.７％）�

義務的経費�
（４３.６％）�

普通建設事業費�
３１億２，６６５万円�
（１４．６％）�

繰出金�
３０億７，６７１万円�
（１４．３％）�

物件費�
２９億５，１９０万円�
（１３．８％）�

補助費等�
２７億９，２３３万円�
（１３．０％）�

普通建設事業費�
３１億２，６６５万円�
（１４．６％）�

扶助費�
１６億６，２１１万円�
（７.７％）�

扶助費�
１６億６，２１１万円�
（７.７％）�

繰出金�
３０億７，６７１万円�
（１４．３％）�

物件費�
２９億５，１９０万円�
（１３．８％）�

補助費等�
２７億９，２３３万円�
（１３．０％）�

維 持 補 修 費 �
積 立 金 �
貸 付 金 �

0.2％�
0.0％�
0.0％�

災 害 復 旧 事 業 �
予 備 費 �

0.1％�
0.4％�

２１４億６，０００万円�人件費�３３億９，４８２万円�
（１５．８％）�

人件費�
３３億９，４８２万円�
（１５．８％）�

公債費�
４３億１，８０７万円�
（２０．１％）�

公債費�
４３億１，８０７万円�
（２０．１％）�

し
て
い
ま
す
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
旧
町
時
と

比
べ
、
特
別
職
や
議
員
、
各
種
委

員
の
減
少
に
よ
り
人※

４

件
費
な
ど
二

億
一
千
万
円
程
度
が
合
併
効
果
で

削
減
で
き
る
見
込
み
で
す
が
、
合

併
協
議
の
調
整
結
果
に
よ
る
各
種

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
全
市
拡
大
や
福

祉
事
務
所
の
開
設
等
に
伴
い
福
祉

関
係
経
費
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
扶※

５

助
費
や
人
件
費
、
公※

６

債

費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
が
歳

出
全
体
の
四
割
を
占
め
、
今
後
も

増
加
す
る
傾
向
で
す
。

合
併
協
議
に
お
け
る
合
意
事
項

を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、
経
常
事
業
の
歳
出
の

抑
制
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

一
般
財
源
で
十
二
億
円
の
財
政
調

整
基
金
と
五
億
円
の
減※

７

債
基
金
を

繰
り
入
れ
た
予
算
編
成
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
は
、
よ
り
一
層
の
財
政
の

健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、
新
市
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
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主な事業を紹介します�
議会費�民生費�

○市制刊行物等発行費 ２３０万円�

○庁舎等施設整備事業 １億６,４８０万円�

○総合振興計画策定事業 １,１２３万円�

○美山町自然文化村推進事業 １,５００万円�

　地域情報基盤整備事業（美山地域ＣＡＴＶ整備） ６億４,０００万円�

　自治振興補助事業 ４,０００万円�

　電源立地地域対策補助金事業（カヌー艇庫広場整備） ６００万円�

　バス運行事業（生活路線バス補助、バス委託等）  ５,４４３万円�

　山陰本線複線化整備事業 ５億１,２５８万円�

○農業委員会委員選挙執行経費 １,２４８万円�

 福祉医療費支給事業 １億１,７１５万円�

　重度心身障害老人健康管理事業 ８,２１３万円�

　乳幼児医療費助成事業 ６,０７０万円�

△すこやか子育て医療費助成事業 ３,４０９万円�

　社会福祉協議会活動助成事業 ５,７００万円�

△災害見舞金事業 ２３０万円�

○地域福祉計画策定事業 ４７５万円�

△遺児奨学金等支給事業 １０４万円�

　居宅生活支援事業 ５,１８９万円�

　施設訓練等支援事業 ２億６,５６０万円�

　共同作業所通所訓練費補助事業 ４,４２６万円�

　小規模通所授産施設訓練費補助事業 ５,６６９万円�

○障害者福祉計画策定事業 ５２９万円�

○障害者自立支援利用者負担軽減事業 １,１９３万円�

　老人医療費支給事業 ８,７９０万円�

　高齢者福祉サービス事業（短期入所サービスほか） ３,１５６万円�

　介護支援事業（家族介護者慰労金ほか） ３,８０６万円�

　敬老祝い事業 １,４２９万円�

○次世代育成支援対策事業 ４９２万円�

△チャイルドシート等購入補助事業 １０４万円�

△出産祝金事業 ２,０４２万円�

△すこやか手当支給事業 ５,３７１万円�

△入学祝金支給事業 ３,２６７万円�

　児童手当支給事業 １億５,０４３万円�

○児童扶養手当支給事業 ７,２４８万円�

　保育所管理運営費 １億８１０万円�

○生活保護費支給事業 ５億１,５９１万円�

 母子保健事業 １,２８９万円�

 育児支援事業 ９２８万円�

△母子栄養強化事業 ６２９万円�

 各種検診事業 ４,０７７万円�

 予防接種事業 ３,５８８万円�

 合併処理浄化槽等設置整備事業 ２,６８８万円�

 直営診療所管理運営費（美山林健センター診療所） ２,０１４万円�

 船井郡衛生管理組合負担金 ６億６,４３２万円�

 公立南丹病院組合負担金 ５億６３３万円�

衛生費�

総務費�
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■
評
価
替
え
※
１

土
地
・
家
屋
の
価
格
を
決
定
す
る

た
め
の
評
価
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
で
三
年
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す

■
自
主
財
源
※
２

市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源

の
こ
と
で
、
市
税
、
使
用
料
、
手

数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附
金
な
ど

■
依
存
財
源

国
や
府
の
基
準
に
基
づ
き
交
付
さ

れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す

る
市
の
収
入
で
、
地
方
譲
与
税
・

国
庫
支
出
金
な
ど

■
投
資
的
経
費

そ
の
支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に

向
け
ら
れ
、
施
設
な
ど
の
将
来
に

残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る
お
金

■
財
産
収
入

各
種
基
金
利
子
、
財
産
を
売
り
払

っ
た
お
金

■
繰
入
金

各
種
基
金
か
ら
一
般
会
計
へ
繰
り

入
れ
た
お
金

■
諸
収
入

預
金
利
子
や
市
が
融
資
し
た
貸
付

金
の
返
済
金
な
ど

■
使
用
料
・
手
数
料

公
共
施
設
の
使
用
料
、
住
民
票
な

ど
の
交
付
手
数
料

■
そ
の
他

財
政
用
語
解
説

財
政
用
語
解
説�

財
政
用
語
解
説�



一般会計の�１８年
度�

予算
�

教育費�

　安全対策事業（緊急通報システム整備等） ７０２万円�

　学力充実・小人数指導事業 ２,３５３万円�

△通学対策事業（小・中学校定期券代補助金） １,１４４万円�

　スクールバス運行事業 ２,５０８万円�

　小・中学校英会話事業 １,１４３万円�

　通園バス運行事業（幼稚園） １,６６０万円�

　史誌編さん事業 １,８００万円�

　かやぶき屋根保存修理事業 １,０００万円�

　重要伝統的建物群保存地区保存修理補助事業 １,５２５万円�

　埋蔵文化財調査事業 ４２４万円�

　社会体育振興事業 ４７１万円�

　学校給食施設管理運営費 ７,５２８万円�

　農業振興事業 ４,４６１万円�

　中山間直接支払事業 ７,４９５万円�

　土づくり事業（土づくり事業補助金） ７３０万円�

　緑資源機構営事業 ４億１,５４０万円�

　京都府営等事業 ２,０５７万円�

　土地改良事業 １億３,６００万円�

△有害鳥獣捕獲対策事業（有害鳥獣捕獲報奨金等） ３,５０２万円�

　内水面漁業振興対策事業 １,６９９万円�

　消防資機材整備事業 １,６８４万円�

○防災施設整備事業（府防災行政無線整備事業負担金） ２,３００万円�

○地域防災計画策定事業（地域防災計画・国民保護計画） ９００万円�

農林�
水産業費�

　経営改善普及事業 ２,９１９万円�

　商工振興融資利子補給事業 ２,０３４万円�

　企業支援事業（工場誘致事業奨励金等） ６,６４９万円�
消防費�

商工費�

　道路・橋梁維持管理事業 ４,７７０万円�

　道路除雪事業 ２,０００万円�

　道路新設改良事業 ３億６,８４４万円�

　河川改修事業 ９,０２０万円�

　土地区画整理事業 １億８,８００万円�

　都市計画街路事業 ５,０１０万円�

　都市計画公園事業 １億６７７万円�

土木費�

公債費�

その他�
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繰
越
金
や
分
担
金
、
負
担
金
な
ど

■
国
庫
支
出
金
、
府
支
出
金

事
業
を
行
う
た
め
の
国
・
府
か
ら

の
負
担
金
、
補
助
金
、
委
託
金

■
市
債

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た

お
金

■
地
方
交
付
税
※
３

国
の
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
な

ど
を
市
の
財
政
需
要
に
応
じ
て
一

定
の
基
準
に
基
づ
き
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

■
人
件
費
※
４

市
職
員
給
与
、
市
議
会
議
員
・
各

種
委
員
会
報
酬
な
ど

■
扶
助
費
※
５

法
令
に
基
づ
き
被
扶
助
者
に
対
し

て
そ
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

支
出
さ
れ
る
経
費
で
、
児
童
手
当
、

医
療
扶
助
な
ど

■
公
債
費
※
６

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た

お
金
の
償
還
金

■
減
債
基
金
※
７

公
債
費
の
償
還
を
計
画
的
に
行
う

た
め
の
資
金
を
積
み
立
て
る
目
的

で
設
け
る
基
金

■
普
通
建
設
事
業
費

道
路
の
整
備
、
公
共
施
設
な
ど
の

建
設
に
要
し
た
お
金

■
積
立
金

各
種
基
金
へ
積
み
立
て
た
お
金

■
物
件
費

消
耗
品
、
臨
時
職
員
賃
金
、
業
務

委
託
料
な
ど



南丹っ子の卒業式・卒園式南丹っ子の卒業式・卒園式

園部中学校（3/14 卒業生150人）� 殿田中学校（3/14 卒業生63人）�

八木中学校（3/14 卒業生87人）�

園部幼稚園（3/17 卒園児57人）�園部第二小学校（3/23 卒業生56人）�

美
山
中
学
校（
3
/
14 

卒
業
生
62
人
）�

八
木
中
央
幼
児
学
園（
3
/
20 

卒
園
児
54
人
）�

す
こ
や
か
学
園（
3
/
15 

卒
園
児
35
人
）�

　南丹市となって初めての卒業式・卒園式が行われ、市内の小学校（１８校で３３７人）、
中学校（４校で３６２人）、幼稚園・保育所（１５園で２７５人）、合わせて９７４人がそれぞ
れの思い出と新たな希望を胸に巣立っていきました。�
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川辺小学校（3/23 卒業生13人）�

西本梅小学校（3/23 卒業生10人）�

平屋小学校（3/23 卒業生10人）�

胡麻郷小学校（3/23 卒業生27人）�

摩気小学校（3/23 卒業生12人）�

殿
田
小
学
校（
3
/
23 

卒
業
生
23
人
）�

五
ヶ
荘
小
学
校（
3
/
23 

卒
業
生
2
人
）�

園
部
小
学
校（
3
/
23 

卒
業
生
68
人
）�

知
井
小
学
校（
3
/
23 

卒
業
生
11
人
）�

宮
島
小
学
校（
3
/
23 

卒
業
生
13
人
）�

7 広報なんたん4月号

2006.4



鶴ヶ岡小学校（3/23 卒業生12人）� 大野小学校（3/23 卒業生5人）�

富本小学校（3/23 卒業生27人）�

神吉小学校（3/23 卒業生3人）�

川辺保育所（3/24 卒園児7人）�

胡麻保育所（3/24 卒園児25人）� 新庄小学校（3/23 卒業生14人）�

吉
冨
小
学
校（
3
/
23 

卒
業
生
7
人
）�

八
木
小
学
校（
3
/
23 

卒
業
生
24
人
）�

日
吉
中
央
保
育
所（
3
/
24 

卒
園
児
9
人
）�

8
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大野保育所（3/28 卒園児5人）�

知
井
保
育
所（
3
/
27 

卒
園
児
7
人
）�

み
や
ま
保
育
所（
3
/
28 

卒
園
児
5
人
）�

鶴
ヶ
岡
保
育
所（
3
/
28 

卒
園
児
3
人
）�

興
風
保
育
所（
3
/
24 

卒
園
児
10
人
）�

ご卒業・ご卒園おめでとうございます。�
これからもさらに飛躍されることを祈ります。�

園部保育所（3/25 卒園児19人）�

平屋保育所（3/27 卒園児7人）�

八木東幼児学園（3/25 卒園児6人）�

城南保育所（3/25 卒園児26人）�

9 広報なんたん4月号
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四
月
三
日
、
園
部
公
民
館
で
、

南
丹
市
交
通
指
導
員
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
南
丹
市
誕
生

に
伴
い
、
八
十
人
の
南
丹
市
交
通

指
導
員
が
委
嘱
さ
れ
、
今
年
か
ら

新
た
に
交
通
指
導
員
と
な
る
十
四

人
を
対
象
に
行
っ
た
も
の
で
、
九

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
交
通
指
導
員
と

し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
南
丹
警

察
署
香
島
交
通
課
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
後
、
実
際
に
横
断
歩
道
で

歩
行
者
が
安
全
に
横
断
す
る
た
め

の
指
導
方
法
の
研
修
を
受
け
ま
し

た
。

人
が
集
ま
り
、
軽
食
を
と
り
な
が

ら
、
こ
ま
や
折
り
紙
、
け
ん
玉
な

ど
、
日
本
の
遊
び
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
イ
パ
ン
島

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
得
意
の
ダ

ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
言
葉
の
違
い

を
越
え
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

園
部
町
を
訪
れ
て
お
り
、
今
回
で

十
九
回
目
と
な
り
ま
す
。

一
行
は
、
湖
池
屋
園
部
工
場
の

見
学
な
ど
の
後
、
南
丹
市
国
際
交

流
会
館
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

ツ
デ
ラ
市
長
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
紹
介
が
あ
っ
た
後
、
園
部
小
学

校
六
年
生
の
犬
石
雅
喜
君
と
十
倉

恭
輔
君
が
、
交
流
会
参
加
者
を
代

表
し
て
「
サ
イ
パ
ン
島
の
み
な
さ

ん
と
交
流
を
深
め
、
楽
し
い
思
い

出
を
作
り
た
い
で
す
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
交
流

会
に
は
地
元
の
小
・
中
学
生
や
英

会
話
教
室
の
生
徒
ら
お
よ
そ
六
十

滋
賀
県
の
寺
院
三
寶
莚

さ
ん
ぽ
う
え
ん

の
栢
木

住
職
が
、
反
戦
平
和
の
願
い
か
ら

日
本
と
の
交
流
を
続
け
て
い
る
サ

イ
パ
ン
島
の
子
ど
も
た
ち
十
人
と

ツ
デ
ラ
市
長
ら
が
、
三
月
十
六
日

南
丹
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
昭
和
六

十
二
年
か
ら
毎
年
こ
の
時
期
に
旧
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Information

交通指導の研修を受ける交通指導員

▲サイパン島青少年団のみなさん

▲仲良くなって記念撮影

参
加
者
を
代
表
し
て
歓
迎
の
挨
拶

日
本
の
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た

交
通
指
導
員
研
修

サ
イ
パ
ン
島

青
少
年
団
と
の
交
流
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地
域
特
性
を
生
か
し
た
ア
イ
デ

ア
や
、
幅
広
い
住
民
参
加
に
よ
っ

て
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
市
区
町
村
を
顕
彰
す
る
二
〇

〇
五
年
度
「
毎
日
・
地
方
自
治
大

賞
」（
毎
日
新
聞
社
主
催
）
の
贈
呈

式
が
三
月
十
日
、
東
京
都
千
代
田

区
の
毎
日
新
聞
東
京
本
社
で
行
わ

れ
、
旧
美
山
町
が
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。「
都
市
と
の
共
生
を

め
ざ
す
町
づ
く
り
」
と
し
て
、
か

や
ぶ
き
屋
根
を
生
か
し
た
町
並
み

保
存
な
ど
、
多
彩
な
事
業
を
展
開

し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
て
都
市
住
民
の
定
住
を
促
し
た

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
は
中
島
参
与
が
出
席

し
、
山
本
進
毎
日
新
聞
社
常
務
か

ら
賞
状
と
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

三
月
七
日
、
南
丹
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
協
定
書
調
印
式
が
南

丹
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

月
一
日
の
南
丹
市
発
足
に
伴
い
、

園
部
町
・
八
木
町
・
日
吉
町
・
美
山

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
合

併
協
議
会
を
設
立
し
検
討
を
重
ね
、

旧
四
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
包

括
す
る
連
合
体
を
新
た
に
設
立
す

る
こ
と
で
、
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
旧
四
町
の
会
長

が
「
協
定
書
」
に
署
名
、
押
印
さ

れ
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
役

員
が
立
会
人
と
し
て
一
人
ず
つ
署

名
を
さ
れ
ま
し
た
。

市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
調
印
式

三
月
十
五
日
、
南
丹
市
美
山
町

佐
々
里
区
と
京
都
市
左
京
区
広
河

原
尾
花
町
を
結
ぶ
、
府
道
３８
号
京

都
広
河
原
美
山
線
「
佐
々
里
峠
」

の
、
冬
季
通
行
止
が
解
除
さ
れ
ま

し
た
。
毎
年
二
誡
近
い
降
雪
の
た

め
十
二
月
十
五
日
か
ら
翌
年
三
月

十
五
日
ま
で
は
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、

除
雪
作
業
が
終
わ
る
と
通
行
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

通
行
止
が
解
除
さ
れ
た
日
も
前

日
に
降
っ
た
雪
が
一
誡
ほ
ど
積
も

っ
た
た
め
、
除
雪
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

地方自治大賞を受賞

非常ドアを開けて避難をする中学生

協定書に押印する旧四町の会長ら

ブロンズ像を受け取る中島参与

除雪作業が終わった佐々里峠頂上

佐
々
里
峠
開
通

三
月
九
日
、
美
山
中
学
校
駐
車

場
で
、
南
丹
市
営
バ
ス
火
災
避
難

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
か

ら
の
出
火
の
際
に
乗
客
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
バ
ス
事
務
所
の
職
員
と
美
山

中
学
校
の
生
徒
約
二
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
訓
練
は
、
市
営
バ
ス

後
部
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
た
も

の
で
、
生
徒
が
園
部
消
防
署
職
員

の
誘
導
で
バ
ス
の
非
常
ド
ア
を
開

け
避
難
し
た
後
、
消
防
署
の
ポ
ン

プ
車
と
バ
ス
に
備
え
付
け
て
あ
る

消
火
器
を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
火
災
避
難
訓
練
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南
丹
市
消
防
団
は
、
四
月
一
日

に
美
山
支
団
と
日
吉
支
団
、
二
日

に
八
木
支
団
と
園
部
支
団
で
入
退

団
式
を
行
い
ま
し
た
。
新
入
団
員

は
園
部
支
団
十
六
人
、
八
木
支
団

十
八
人
、
日
吉
支
団
十
一
人
、
美

山
支
団
十
六
人
の
計
六
十
一
人
で

し
た
。

こ
の
う
ち
日
吉
支
団
で
は
、
新

入
団
員
を
代
表
し
て
法
谷
道
哉
団

員
が
「
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
消

防
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
厳

粛
に
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓

し
ま
し
た
。

の
学
校
生
活
に
期
待
を
ふ
く
ら
ま

せ
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

「
大
き
く
高
い
志
を
も
っ
て
自

己
実
現
を
目
指
す
人
間
、
知
性
と

創
造
性
に
富
ん
だ
人
間
を
育
て
る
」

を
基
本
理
念
と
し
た
附
属
中
学
校

の
栄
え
あ
る
第
一
期
生
と
し
て
入

学
し
た
の
は
、
亀
岡
市
、
南
丹
市
、

福
知
山
市
、
綾
部
市
と
京
丹
波
町

か
ら
の
、
男
子
十
三
人
、
女
子
二

十
七
人
で
す
。

式
に
は
、
京
都
府
教
育
委
員
会

の
田
原
博
明
教
育
長
や
南
丹
市
の

國
府
正
典
市
長
職
務
代
理
者
、
園

部
高
校
の
生
徒
代
表
ら
も
出
席
し
、

新
し
い
歴
史
を
歩
み
出
し
た
附
属

中
学
校
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
田
原
教
育
長
に
よ
る
開
校

宣
言
に
続
き
、
中
村
俊
孝
校
長
が

新
入
生
を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
新
入
生
を
代
表
し
て
西
村
梢

さ
ん
が
「
新
た
な
出
会
い
を
大
切

に
し
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て

一
歩
一
歩
進
み
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

南
丹
・
中
丹
地
域
で
初
の
中
高

一
貫
教
育
校
と
な
る
府
立
園
部
高

等
学
校
附
属
中
学
校
（
園
部
町
小

桜
町
）
で
七
日
、
開
校
式
と
入
学

式
が
行
わ
れ
、
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
ん
だ
入
学
生
が
、
六
年
間

Information

消
防
団
入
退
団
式

三
月
十
一
日
、
南
丹
市
国
際
交

流
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
「
南

丹
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
設
立

総
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
丹

市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
、
旧

四
町
の
協
議
会
が
合
併
し
た
も
の

で
、
委
員
は
百
十
八
人
と
な
り
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
協
議
会
役
員
の
選

出
が
行
わ
れ
、
会
長
に
中
川
晃
さ

ん
（
八
木
町
）
が
互
選
さ
れ
た
後
、

協
議
会
規
約
な
ど
が
委
員
に
よ
っ

て
承
認
さ
れ
、
民
生
児
童
委
員
活

動
の
充
実
を
図
る
と
も
に
、
地
域

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

民
児
協
設
立
総
会

中
高
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト

園部高等学校附属中学校正門

講演をされる間助教授

宣誓する法谷道哉団員



第５１回青少年読書感想文府コンクールで知事賞�第５１回青少年読書感想文府コンクールで知事賞�

自
ぜ
ん
を
大
切
に
す
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
く
ら
し
方
を
知
っ
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
思
い
出
し
ま
し

た
。私

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
や
さ

い
を
そ
だ
て
て
い
て
、
野
さ
い
に

や
さ
し
く
話
し
か
け
た
り
野
さ
い

の
ま
わ
り
に
あ
る
自
ぜ
ん
に
や
さ

し
く
し
た
り
す
る
と
て
も
す
て
き

な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
畑
に
あ
お
む
し
の
た
ま

ご
が
あ
り
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
畑
に
い
た
あ
お
虫
は
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
葉
っ
ぱ
の
う
ら
に
、
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
に
そ
っ
と
く
っ

つ
い
て
い
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
あ

お
虫
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
、

楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
、
あ
お
虫
の
た
ま
ご
を

と
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
、
そ
っ
と
見

ま
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

わ
た
し
が
学
校
か
ら
、
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
の
た
ね
を
、
も
っ
て
か
え

っ
て
き
た
時
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
、「
ほ
し
い
」
と
言
う
の
で
、
わ

け
を
聞
く
と
「
や
さ
い
に
あ
お
虫

が
く
る
と
ぜ
ん
ぶ
食
べ
ら
れ
る
の

で
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
そ
だ
て

て
い
る
と
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の

に
お
い
を
い
や
が
っ
て
、
あ
お
虫

が
よ
っ
て
こ
な
い
ん
だ
よ
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

野
さ
い
も
育
っ
て
、
青
虫
も
近

づ
い
て
こ
な
い
か
ら
、
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
女
の
子
に

教
え
て
あ
げ
て
い
た
よ
う
に
虫
た

ち
も
す
き
な
食
べ
物
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
こ
と
で
も

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

あ
お
虫
は
、
え
さ
に
な
る
キ
ャ

ベ
ツ
の
色
と
同
じ
で
す
。
虫
た
ち

は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
見
つ
か
り
に

く
い
よ
う
に
体
の
色
と
、
生
み
つ

け
た
葉
っ
ぱ
の
色
が
に
て
い
る
の

で
は
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

小
さ
な
虫
た
ち
が
生
き
て
い
く

知
え
だ
と
思
い
ま
し
た
。

本
と
同
じ
よ
う
に
あ
お
虫
を
ピ

ン
セ
ッ
ト
で
つ
ま
む
と
「
く
る
り
」

と
丸
ま
っ
て
地
面
に
転
げ
て
落
ち

て
い
く
あ
お
虫
を
見
ま
し
た
。
う

ま
く
転
げ
落
ち
て
草
の
中
に
ま
ぎ

れ
こ
ん
で
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
ぜ
ん
に
ま
も
ら
れ
て
、

虫
が
に
げ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑

に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
虫
が
や
っ
て

き
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
で

は
、
消
ど
く
を
し
て
な
い
新
せ
ん

な
野
さ
い
が
育
っ
て
い
ま
す
。
人

の
体
に
も
や
さ
し
く
、
そ
し
て
お

い
し
い
や
さ
い
を
作
っ
て
い
ま
す
。

も
し
消
ど
く
を
し
た
野
さ
い
を
虫

が
食
べ
て
い
た
ら
畑
に
や
っ
て
き

た
虫
は
、
元
気
に
生
き
ら
れ
た
か

ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
同
じ
で
自
ぜ
ん
の
こ
と
を

考
え
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

や
さ
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
気

も
ち
が
、
畑
に
は
つ
ま
っ
て
い
る

の
で
虫
た
ち
も
や
っ
て
く
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
虫
た
ち
も
自
ぜ
ん

の
中
で
生
き
生
き
と
生
き
て
い
け

る
こ
と
は
、
人
間
も
元
気
に
生
き

て
い
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

自
ぜ
ん
の
中
で
生
き
て
き
た
生

き
物
た
ち
が
、
生
き
て
い
け
る
自

ぜ
ん
を
ま
も
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、

人
間
に
と
っ
て
も
生
き
て
い
く
大

切
な
こ
と
だ
と
わ
た
し
は
、
思
い

ま
し
た
。
自
ぜ
ん
を
大
切
に
し
て

い
る
わ
た
し
の
、
じ
ま
ん
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
や
、
虫
に
や
さ
し
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
は
、
わ
た
し
の
た
か
ら
で

す
。
み
ん
な
の
元
気
の
も
と
は
、

自
ぜ
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

第
五
十
一
回
青
少
年

読
書
感
想
文
府
コ
ン
ク

ー
ル
（
府
学
校
図
書
館

協
議
会
主
催
）
で
、
園

部
小
学
校
四
年
生
（
受

賞
当
時
三
年
生
）
の
水

口
千
星
さ
ん
が
み
ご
と

京
都
府
知
事
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
小
中
高
六
百
十
六
校
、
二
万
九
千
八
百

三
十
八
人
の
応
募
が
あ
り
、
千
星
さ
ん
の
作
品
「『
あ
お
む
し
　
け
む

し
』
を
読
ん
で
」
な
ど
合
計
五
点
が
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
あ
お
む
し
　
け
む
し
」
を
読
ん
で

園
部
小
学
校
四
年

水
口
　
千
星
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選挙管理委員会補充員�
委　　　員　奥村　久夫（園部町・殿　谷）�
委　　　員　波部　　宏（八木町・八　木）�
委　　　員　山田　　稔（日吉町・田　原）�
委　　　員　市原　照三（美山町・高　野）�

委　員　長　東野　武夫（園部町・熊　崎）�
職務代理者　中田　繁男（美山町・野　添）�
委　　　員　水口　　晋（八木町・西　田）�
委　　　員　田中　貞雄（日吉町・保野田）�

選挙管理委員会委員�

委　　　員　川西　通夫（園部町・宮　町）�

監査委員�
委　員　長　湯浅　　保（日吉町・木　住）�
職務代理者　吉田　史樹（園部町・若松町）�
委　　　員　臼井　八郎（八木町・池ノ内）�
委　　　員　上田　武司（美山町・静　原）�

固定資産評価審査委員会委員�

委　員　長　大棚　俊二（美山町・三　埜）�
委　　　員　八田　敦子（八木町・八　木）�
委　　　員　船越　廣子（日吉町・志和賀）�

公平委員会委員�
�

委　員　長　勝田　正巳（日吉町・胡　麻）�
職務代理者　木村　光一（美山町・豊　郷）�
委　　　員　奥村　　功（園部町・天　引）�
委　　　員　齊藤　　進（八木町・刑　部）�
教　育　長　牧野　　修（園部町・小桜町）�

教育委員会委員�

固定資産評価審査委員会委員・�
公平委員会委員・教育委員会委員・�
農業委員会委員・監査委員・�
選挙管理委員会委員　を選任�

固定資産評価審査委員会委員・�
公平委員会委員・教育委員会委員・�
農業委員会委員・監査委員・�
選挙管理委員会委員　を選任�

固定資産評価審査委員会委員・�
公平委員会委員・教育委員会委員・�
農業委員会委員・監査委員・�
選挙管理委員会委員　を選任�

委　　　員　谷　　義治（園部町・仁　江）�
委　　　員　　見　　寛（八木町・玉ノ井）�
委　　　員　湯浅　　彰（日吉町・木　住）�
委　　　員　小中　　昭（美山町・萱　野）�

農業委員会委員（市議会選出）�

圭吉 徳徳塔徳�

委員のみなさんにはお世話になりますがよろしくお願いします。（順不同、敬称略）�

風
保
育
所
所
長
補
佐
）

〜
係
長
級
〜

【
事
業
部
】

▽
上
水
道
課
庶
務
係
長
　
内
藤
一

広
（
下
水
道
課
庶
務
係
長
）
▽
下

水
道
課
庶
務
係
長
　
早
川
忠
（
上

水
道
課
庶
務
係
長
）

【
福
祉
部
】

▽
園
部
保
育
所
係
長
　
岡
島
眞
理

子
（
川
辺
保
育
所
係
長
）
▽
興
風

保
育
所
係
長
　
桐
三
枝
（
興
風
保

育
所
主
任
）
▽
園
部
保
育
所
主
任

山
口
雅
世
（
八
木
東
保
育
所
主
任
）

【
教
育
委
員
会
】

▽
八
木
中
央
幼
稚
園
主
任
　
小
森

千
恵
子
（
八
木
中
央
保
育
所
主
任
）

〜
一
般
職
員
〜

【
総
務
部
】

総
務
財
政
課
▽
足
立
忠
範
（
新
採
）

▽
三
原
大
雅
（
新
採
）、
企
画
情
報

課
▽
奈
木
野
健
次
（
新
採
）

【
福
祉
部
】

市
民
課
▽
水
口
直
樹
（
新
採
）
▽

小
川
直
人
（
新
採
）
▽
出
井
香
織

（
新
採
）
、
健
康
課
▽
冨
部
孝
佳

（
新
採
）、
福
祉
事
務
所
▽
野
中
良

子
（
新
採
）

【
事
業
部
】

土
木
建
築
課
▽
大
狩
輝
芳
（
新
採
）

都
市
計
画
課
▽
西
野
泉
太
郎
（
新

平
成
十
八
年
四
月
一
日
付
の
南

丹
市
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（

）
内
は
前
職

〜
課
長
補
佐
級
〜

▽
園
部
保
育
所
所
長
補
佐
　
森
本

絹
子
（
園
部
保
育
所
係
長
）
▽
八

木
中
央
保
育
所
所
長
補
佐

馬
渕
政

子
（
八
木
中
央
幼
稚
園
園
長
補
佐
）

▽
八
木
東
幼
児
学
園
園
長

前
田
照

美
（
園
部
保
育
所
係
長
）
▽
胡
麻

保
育
所
所
長
補
佐
　
東
厚
子
（
興

14

2006.4

広報なんたん4月号



園
部
支
所

石
橋
　
茂
一
（
宮
町
）

犬
石
　
秀
夫
（
上
本
町
）

藤
原
　
茂
一
（
本
町
）

中
井
　
　
豊
（
若
松
町
）

沖
　
　
誠
三
（
新
町
）

西
山
　
　
進
（
小
山
東
町
）

横
畑
　
脩
平
（
小
山
西
町
）

松
本
　
　
茂
（
栄
町
）

梅
木
　
寧
輔
（
美
園
町
）

今
西
　
儀
夫
（
小
桜
町
）

田
中
　
　
博
（
城
南
町
）

樋
口
　
和
満
（
横
田
）

木
村
　
義
一
（
黒
田
）

浅
井
　
好
孝
（
上
木
崎
町
）

川
西
　
一
男
（
河
原
町
）

木
村
　
明
美
（
木
崎
町
）

矢
野
敬
太
郎
（
内
林
町
）

大
槻
　
一
雄
（
瓜
生
野
）

山
内
　
　
巌
（
熊
崎
）

内
藤
　
　
勤
（
新
堂
）

山
　
康
治
（
千
妻
）

大
家
富
美
夫
（
曽
我
谷
）

山
田
　
康
正
（
船
岡
）

高
屋
　
　
剛
（
高
屋
）

片
山
　
勝
彦
（
大
戸
）

松
本
　
博
行
（
熊
原
）

高
屋
　
　
了
（
佐
切
）

竹
本
　
博
行
（
越
方
）

小
寺
　
重
暉
（
竹
井
）

西
村
　
　
昇
（
仁
江
）

井
尻
　
　
勝
（
船
阪
）

平
田
　
孝
弘
（
大
西
）

小
林
　
義
博
（
宍
人
）

培崎

塩
田
　
隆
夫
（
半
田
）

藤
田
　
　
等
（
口
人
）

西
田
　
俊
樹
（
口
司
）

中
井
　
　
守
（
殿
谷
）

野
々
口
哲
也
（
埴
生
）

田
中
　
博
人
（
南
八
田
）

籾
井
　
貞
夫
（
天
引
）

大
町
　
　
強
（
法
京
）

奥
村
　
　
寿
（
大
河
内
）

奥
村
　
安
治
（
南
大
谷
）

加
舎
　
孝
雄
（
若
森
）

八
木
支
所

上
野
　
新

（
本
一
）

片
山
　
金
弥
（
本
二
）

湯
浅
　
和
也
（
本
三
）

青
木
　

三
（
本
四
）

八
木
　
　
勉
（
本
五
）

田
中
　
　
茂
（
本
六
）

小
森
　
久
司
（
栄
一
）

福
井
　
　
昇
（
栄
二
）

八
木
　
　
秀
（
栄
三
）

小
森
　
照
男
（
本
郷
東
）

波
部
　
久
紀
（
本
郷
西
）

芝
原
　
和
幸
（
本
郷
南
）

佐
野

信
（
本
郷
北
）

山
太
一
郎
（
垣
内
）

八
木

厚
（
柴
山
）

川
勝
　
幸
男
（
青
戸
）

谷
口
　

彦
（
西
田
）

大
槻
　
善
昭
（
井
ノ
尻
）

麻
田

一
之
（
観
音
寺
）

川
勝
　
武
彦
（
屋
賀
）

八
木
　
真
澄
（
屋
賀
上
）

英 重 隆隆塔 圭吉

大
内
　
筆
嗣
（
北
屋
賀
）

人
見
日
出
男
（
氷
所
）

八
木
　
保
男
（
日
置
）

川
勝
　
和
己
（
刑
部
）

宅
間
　
義
洋
（
北
広
瀬
）

田
村
　
　
明
（
鳥
羽
）

今
西
　

司
（
美
里
）

仲
　
　
　
勝
（
室
河
原
）

川
見
　
育
弘
（
木
原
）

西
田
　

（
池
ノ
内
）

田
村
　
　
浩
（
玉
ノ
井
）

瀬
傳
之
助
（
八
木
嶋
）

片
山
　
博
明
（
大
薮
）

谷
口
　
三
郎
（
折
戸
）

廣

彰
久
（
南
広
瀬
）

西
村
　
良
平
（
船
枝
）

今
西
　
　
眞
（
山
室
）

橋
本
　
治
樹
（
室
橋
）

松
本
　
利
博
（
諸
畑
）

松
本

晃
（
野
条
）

麻
田
　
昌
裕
（
池
上
）

大
槻
　
左
門
（
神
吉
上
）

人
見
　
範
夫
（
神
吉
下
）

松
崎
　
忠
嗣
（
神
吉
和
田
）

日
吉
支
所

山
口
　
勝
也
（
殿
田
）

湯
浅
　
　
護
（
木
住
）

湯
浅
　
　
勲
（
生
畑
）

中
川
　
輝
男
（
中
世
木
）

藤
井
　
博
幸
（
田
原
駅
前
）

木
村
　
富
男
（
片
野
）

北
浦
啓
太
郎
（
片
野
団
地
）

奥
村
　
吉
孝
（
新
シ
）

小
山
　
　
満
（
和
田
）

廣
嶋
　

夫
（
殿
）

加
地
　
一
郎
（
四
ツ
谷
）

大
道
　
芳
夫
（
佐
々
江
）

下
村
　
光
行
（
下
佐
々
江
）

静靜

懶
廣

薫�
隆隆塔

中

克
彦
（
中
佐
々
江
）

山
形
　
瀧
雄
（
上
佐
々
江
）

大
嶋
　

（
西
胡
麻
）

猪
奥
　
　
勝
（
西
胡
麻
駅
前
）

山
下
　
澄
雄
（
栄
ケ
丘
）

桂
　
　
正
行
（
角
本
）

太
田
　
雅
晴
（
中
村
）

小

喜
彦
（
中
野
辺
）

野
田
浩
司
朗
（
新
町
）

渡

利
勝
（
後
野
）

近
藤
　
　
聰
（
日
吉
平
）

北
村
　
逸
次
（
胡
麻
荘
園
）

宇
野
　
正
明
（
東
胡
麻
）

出
野
　
　
清
（
上
胡
麻
）

南
　
　
弥
吉
（
広
野
）

谷
口
　
泰
夫
（
畑
郷
）

塩
貝
　
友
次
（
上
保
野
田
）

塩
貝
　
克
史
（
下
保
野
田
）

吉
田
　
光
穗
（
志
和
賀
）

美
山
支
所

渡
辺
　
孝
義
（
南
）

勝
山
　
　
直
（
北
）

伊
藤
　
智
之
（
中
）

名
古
　
　
清
（
河
内
谷
）

上
澤
　
秀
春
（
下
）

笠
谷
　
　
実
（
知
見
）

大
野
　
光
博
（
江
和
）

野
口
　
義
次
（
田
歌
）

石
川
　
保
志
（
芦
生
）

川
村
　
明
彦
（
白
石
）

勝
山
　
賢
一
（
佐
々
里
）

井
ノ
辺
栄
一
（
又
林
）

山
内
　
陽
士
（
下
平
屋
）

中
村
　
澤
三
（
上
平
屋
）

加
藤
　
　
実
（
安
掛
）

東
　
　
　
満
（
野
添
）

菅
井
　
　
均
（
長
尾
）

斎
藤
順
一
郎
（
深
見
）

邊

隆隆塔

懶

中
西
　
　
猛
（
荒
倉
）

古
谷
　
善
夫
（
大
内
）

外
田
　
　
誠
（
内
久
保
）

林
　
　
英
夫
（
原
）

中
島
　
　
勲
（
板
橋
）

中
島
　
照
夫
（
宮
脇
）

菅
井
　
正
雄
（
下
吉
田
）

山
内
　
　
武
（
島
）

前
田
　
晴
美
（
長
谷
）

安
土
　
敦
夫
（
上
司
）

大
上
　
　
保
（
和
泉
）

平
山
　
辰
夫
（
静
原
）

山

美
義
（
今
宮
）

小
畑
　
　
薫
（
栃
原
）

中
川
　
敦
雄
（
砂
木
）

松
本
　
昭
浩
（
棚
）

宮
本
　
承
和
（
川
合
）

神
田
　
和
行
（
殿
）

竹
内
　
　
進
（
舟
津
）

諌
本
　
　
保
（
松
尾
）

柿
迫
　
義
昭
（
神
谷
）

岡
本
　
勝
弘
（
名
島
）

下
田
　
　
弘
（
洞
）

山
本
　
　
勝
（
田
土
）

川
勝
　
晃
生
（
上
吉
田
）

佐
野
　
庄
嗣
（
林
）

松
原
　
晋
三
（
庄
田
）

田
中
　
　
義
（
脇
）

川
勝
　
吉
洋
（
熊
壁
）

土
本
　
春
男
（
山
森
）

水
口
　
安
男
（
萱
野
）

文
字
　
　
登
（
大
野
）

大
棚
　
　
均
（
川
谷
）

弓
削
　
憲
一
（
岩
江
戸
）

藤
原
　
忠
司
（
肱
谷
）

戸
本
　
義
信
（
小
渕
）

福
井
　
義
昭
（
向
山
）

弓
削
　
善
弘
（
樫
原
）

河
合
　
　
隆
（
音
海
）
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お
世
話
に
な
り
ま
す�

　
平
成
18
年
度
の
区
長
さ
ん�

（
敬
称
略
）�

採
）、
農
林
商
工
課
▽
寺
田
利
裕

（
新
採
）

【
園
部
支
所
】

健
康
福
祉
課
▽
藤
林
恭
子
（
園
部

支
所
地
域
総
務
課
主
事
）
▽

橋

花
奈
（
新
採
）

【
日
吉
支
所
】

健
康
福
祉
課
▽
松
原
亮
二
（
興
風

交
流
セ
ン
タ
ー
主
事
）

【
美
山
支
所
】

健
康
福
祉
課
▽

屋
和
真
（
新
採
）

【
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
】

園
部
保
育
所
▽
馬
渕
美
賀
（
川
辺

保
育
所
）、
城
南
保
育
所
▽
近
澤
真

紀
代
（
鶴
ヶ
岡
保
育
所
）、
八
木
中

央
幼
稚
園
▽
中
嶋
容
子
（
八
木
中

央
保
育
所
）、
日
吉
中
央
保
育
所
▽

井
尻
さ
と
み
（
胡
麻
保
育
所
）、
大

野
小
学
校
▽
波
多
野
千
恵
美
（
美

山
学
校
給
食
共
同
調
理
場
給
食
調

理
師
）、
美
山
学
校
給
食
共
同
調
理

場
▽
山
内
栄
子
（
大
野
小
学
校
）

【
三
月
末
退
職
者
】

▽
粟
田
千
八
栄
（
日
吉
保
育
所
長
）

▽
人
見
邦
子
（
八
木
東
幼
児
学
園

園
長
）
▽
村
山
三
千
代
（
日
吉
中

央
保
育
所
係
長
）
▽
西
村
知
笑

（
八
木
中
央
保
育
所
）
▽
森
脇
誠

（
市
民
課
）
▽
人
見
孝
子
（
教
育
委

員
会
総
括
指
導
主
事
）

高

高

鸛�
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き
、
身
体
機
能
の
異
常
に
無
頓
着
と

い
う
ダ
イ
エ
ッ
ト
願
望
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
す
。

例
と
し
て
、
身
長
が
一
六
〇
詢
の

人
の
標
準
体
重
を
算
出
す
る
と
、
標

準
体
重
は
約
五
十
六
㌔
と
な
り
ま

す
。（
下
図
参
照
）
基
本
的
に
こ
の

標
準
体
重
以
下
に
減
量
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多
く
の
若

い
女
性
は
「
身
長
が
一
六
〇
詢
で
体

重
が
五
十
六
㌔
」
で
は
太
っ
て
い
る

と
感
じ
る
よ
う
で
す
。
実
際
に
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
熱
心
な
若
い
女
性
の
ほ

と
ん
ど
が
標
準
体
重
、
も
し
く
は
そ

れ
よ
り
も
や
せ
て
い
て
、
減
量
す
る

中
年
男
性
の
太
り
す
ぎ
が
指
摘
さ

れ
る
一
方
で
、
最
近
で
は
若
い
女
性

の
や
せ
す
ぎ
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。無

理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
身
体
機
能

を
損
な
い
ま
す
。
自
分
の
適
正
体
重

を
知
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

『
標
準
体
重
を
体
格
指
数
で

算
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
』

『
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は

避
け
ま
し
ょ
う
』

必
要
が
な
い
人
た
ち
な
の
で
す
。

若
い
女
性
で
あ
れ
ば
、
ス
ラ
ッ
と

し
た
ス
タ
イ
ル
で
す
て
き
な
服
を
格

好
よ
く
着
こ
な
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
て
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
原
因

で
、
月
経
不
順
を
は
じ
め
と
す
る
女

性
機
能
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た

り
、
将
来
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
っ

た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

や
せ
る
こ
と
ば
か
り
に
価
値
を
置

無
理
な
減
量
を
す
る
と
女
性
の
若

さ
を
保
つ
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
が
減
少
し
ま
す
。
こ
の
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
は
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が

と
け
出
す
の
を
防
ぐ
と
い
う
大
事
な

働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
骨
は
普

通
、
思
春
期
ご
ろ
か
ら
本
格
的
な
形

成
が
始
ま
り
、
身
体
が
成
熟
す
る
十

八
歳
か
ら
二
十
歳
ご
ろ
に
骨
量
も
ピ

ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
若

い
こ
ろ
に
し
っ
か
り
骨
量
を
蓄
え
て

お
け
ば
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
可
能

性
は
低
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
骨

を
形
成
す
る
思
春
期
か
ら
十
代
後
半

に
か
け
て
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
十
分
に

分
泌
さ
れ
な
い
と
、
骨
形
成
が
で
き

ず
骨
量
は
増
え
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
原
因
で
、
最

大
骨
量
が
初
め
か
ら
少
な
い
人
は
更

年
期
を
迎
え
る
頃
に
は
さ
ら
に
骨
量

が
低
下
し
て
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な

る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
し
ま
う
の

で
す
。

若
い
女
性
の
や
せ
願
望
は
妊
娠
中

に
も
見
ら
れ
、「
妊
娠
中
に
も
太
り

自分の適正体重を知り
栄養バランスのとれた食事を心がけましょう

標準�
体重�身長�身長�

2 2
『
妊
婦
や
成
長
期
の
子
ど
も
は

十
分
な
栄
養
を
摂
り
ま
し
ょ
う
』

た
く
な
い
」
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る

妊
婦
が
増
え
て
い
ま
す
。
胎
児
期
に

母
体
か
ら
の
栄
養
が
不
良
で
あ
っ
た

場
合
、
成
人
し
て
か
ら
糖
尿
病
や
高

血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
発
症
し

や
す
い
と
い
う
研
究
報
告
も
あ
り
ま

す
。
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
康
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
、

妊
娠
中
は
安
易
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
せ

ず
、
必
要
な
栄
養
を
き
ち
ん
と
摂
取

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
で
は
若
い
女
性
ど
こ
ろ
か
、

小
学
生
ま
で
も
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し

て
い
る
実
態
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
身
体
を
作
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
成
長
期
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す

る
と
い
う
の
は
非
常
に
危
険
で
す
。

健
康
に
問
題
が
あ
る
よ
う
な
肥
満
の

場
合
を
除
い
て
は
子
ど
も
に
自
己
流

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
が
健
康
を
損
な
う
こ
と

の
な
い
よ
う
、
周
り
の
大
人
が
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

○主食（ごはん、パン、麺類）�○副菜（野菜、きのこ、 いも、�　　　 海藻料理）�
○主菜（肉、魚、卵、大豆料理）�○牛乳、乳製品�
○果物�
がそろっているか考えてバランスの�とれた食事を心がけましょう�
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広い施設内を丁寧に案内していただいたのは、施設長の明田 卓さん。施設内で
は、生活排水を浄化してカモのいる庭の池に利用したり、太陽光発電の導入など、
至る所で環境資源のリサイクルを考えた工夫がされているとのこと。「いろいろな
体験プログラムを通して遊びの中で学び、豊富な自然に囲まれて地球に優しい環
境への配慮を考える機会を持っていただきたい。暖かくなるこれからの良い季節
には、この施設でぜひご家族のふれあいと体験をしてください」
限りある資源を有効に利用する、新しい農村文化に出会える施設です。

南丹市八木農村環境公園　氷室の郷

T E L 0 7 7 1 － 4 3 － 1 1 2 8
F A X 0 7 7 1 － 4 3 － 2 1 0 9

◆住所：南丹市八木町氷所赤見21-1 
◆交通：国道9号線から八木駅前交差点を
左折。大堰川を渡って左折し、つきあた
りを右折。
◆月曜日定休。

煩
雑
と
し
た
日
常
か
ら
解
き
放

た
れ
、
一
面
に
広
が
る
の
ど
か
な

田
園
風
景
が
続
く
。
そ
こ
に
現
れ

た
の
は
、
ト
ン
ガ
リ
屋
根
と
曲
線

で
調
和
の
と
れ
た
「
氷
室
の
郷
」。

広
大
な
敷
地
内
に
は
、
屋
内
多

目
的
ホ
ー
ル
と
野
外
ス
テ
ー
ジ
の

両
方
に
使
用
で
き
る
『
田
園
ホ
ー

ル
』
や
、
木
工
・
陶
芸
や
紙
す
き

体
験
な
ど
が
楽
し
め
る
『
草
木
工

房
』、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
や
そ
ば
打

ち
体
験
が
で
き
る
『
農
食
館
』
な

ど
が
あ
り
、
中
庭
に
は
心
安
ら
ぐ

芝
生
の
広
場
が
あ
り
ま
す
。

馬
田
川
に
架
か
る
小
さ
な
橋
を

渡
っ
た
向
こ
う
側
に
は
、
ダ
チ
ョ

ウ
た
ち
が
来
園
者
を
迎
え
て
く
れ

る
ふ
れ
あ
い
広
場
や
、
美
し
い
羽

根
が
自
慢
の
ク
ジ
ャ
ク
小
屋
が
あ

り
ま
す
。
意
外
に
大
き
く
て
迫
力

の
あ
る
ダ
チ
ョ
ウ
に
は
驚
き
ま
し

た
が
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
ポ
ー

ズ
を
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

施
設
内
の
農
園
で
は
、
八
木
バ

イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の

「
や
ぎ
バ
イ
オ
グ
リ
ー
ン
」（
家
畜

ふ
ん
尿
と
お
か
ら
を
混
ぜ
て
作
ら

れ
た
堆
肥
）
を
使
用
し
て
有
機
野

菜
や
果
樹
な
ど
が
作
ら
れ
、
こ
れ

ら
の
安
全
な
食
材
を
使
っ
た
弁
当

や
食
事
、
出
来
立
て
の
パ
ン
な
ど

は
併
設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ご
賞

味
い
た
だ
け
ま
す
。

施
設
へ
の
入
場
は
無
料
で
す
が
、

各
種
体
験
は
有
料
で
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
施
設

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土
の
香
り
、
大
自
然
の
恵
み
と
体
験
の
宝
庫

施設長 明　田　　卓 さん

▲五色のひし餅作り講習会の様子

施
設
全
景

③ ～南丹市八木農村環境公園氷室
ひむろ

の郷
さと

～～南丹市八木農村環境公園氷室
ひむろ

の郷
さと

～
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3月9日、道の駅京都新光悦村において「お母さんの
手作りあったか弁当コンテスト」（園部町つつじの会主
催）が開催されました。南丹市内はもちろん、亀岡市
や京丹波町から個人やグループの方の参加があり31点
のお弁当が出展されました。つくしやふきのとう、地
元の食材でもある春菊や水菜などが使われ、調理方法
も工夫された春らしい季節感が盛り込まれていました。
その日のうちに審査が行われ、最優秀賞には南丹市園
部町の水口ゆみさんが選ばれました。

合併以前の日吉町から生涯学習推進事業
として継続されている、高齢者および女性
を対象とした日吉福祉大学・紅が丘大学の
閉講式が3月23日、日吉町生涯学習センタ
ーで行われました。平成17年度の受講生
は、411人（福祉大学313人、紅が丘大学
98人）。教養文化・人権・体育などの必須
講座と選択講座のうち、必要単位数を受講
した学生には修了証書、さらに積極的な参
加をした受講生には精勤賞と鉢植えの花が、
粟路学長から授与されました。
来賓の國府市長職務代理者は、「生きる

ことは学ぶこと、生きることは知ること、
知ることは喜び。学んだ知識を十分に生か
し、各方面で一層のご活躍を期待します」
と祝辞を述べました。閉講式終了後、天台
宗藤井妙法僧侶を講師に迎えて、記念講演
『人生90年～すばらしい人生を送るために
～』が行われ、「自尊感情を大切に」との
話に、受講生は熱心に聞き入っていました。
また、当日出席者に配られた冊子には、

『思い出集』として受講生の一年間の感想
や俳句・短歌がつづられていました。

まちの話題を�
　　紹介します�
まちの話題を�
　　紹介します�

身近な話題を広報係（0771）68-0003へお寄せください。�

オーストラリアでは優勝を目指します

春
の
お
弁
当
が
並
び
ま
し
た

粟
路
学
長
か
ら
精
勤
賞
を
受
け
る
受
講
生

「
軟
式
野
球
全
国
大
会

準
優
勝
で
　
　
　

へ

GO
」
！

オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

（
3
／
28

軟
式
野
球
全
国
大
会
・
浦
安
市
） 「

学
ぶ
楽
し
さ
、
生
き
る
喜
び
」

（
3
／
23

日
吉
福
祉
大
学
、
紅
が
丘
大
学
閉
講
式
・
日
吉
町
）

「
腕
自
慢
・
味
自
慢

私
の
つ
く
っ
た
お
弁
当
」

（
3
／
9

手
作
り
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
・
園
部
町
）

千葉県浦安市で行われた「第7回全
国中学生軟式野球全国大会」（（社）少
年軟式野球国際交流協会主催）におい
て、園部少年野球クラブが、みごと準
優勝に輝きました。また、中納克之君
（園部中学校3年生）が優秀選手賞に
選ばれました。
同クラブは8月18日からオーストラ
リアのシドニーで行われる「第6回
Pan Pacific中学生軟式野球大会」へ
日本代表として出場されます。
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3月24日、平成17年度の美山山村
留学センター「四季の里」の退所式
が行われ、8人の児童が、1年間生活
をした山村留学センターから巣立ち
ました。山村留学とは、小・中学生
が一定期間親元を離れ、山村の留学
センターや里親家庭で生活しながら
現地の学校で学ぶもので、旧美山町
では平成10年から知井小学校で山村
留学制度がスタートし、今までに61
人の児童が留学しました。

日吉町生涯学習センターでは、3月17日
に文化教室「ひよし郷土料理教室（全8
回）」が行われ、平成17年度実施の全11教
室の最終日となりました。
この日は、壬生菜を使った巻き寿司とさ
ば寿司が作られ、教室参加者は「これで家
でも巻き寿司が作れる」「おいしいものを
作って食べて、しゃべって、楽しいわ！」
と、和やかに笑い声の絶えない雰囲気でし
た。
この文化教室では、参加者アンケートの
希望に応えてさまざまな教室が行われ、自
主サークル化や趣味作りの一助となってい
ます。17年度は季節ごとのアレンジを楽
しむプリザーブドフラワーアレンジメント
教室や話し方教室なども実施されました。

楽しかったこの一年間を忘れません

作品を手に輅ハイ、ポーズ！軻

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

料
理
は
見
た
目
も
肝
心
、
具
を
真
ん
中
に

毎月第2土曜日の午後に「そのべおり
がみ文化伝承会」が児童らを対象に折
紙教室を行っています。文化庁から委
託を受けた財団法人伝統文化活性化国
民協会の伝統文化こども教室事業とし
て、旧園部中央図書館が立ち上げまし
た。折り紙の「折図」を読んで折るこ
とで、図形を読む力を育ててもらうの
が狙いで、地元の小学生や保護者の方
が参加しています。この日はカーネー
ションをみんなで作りました。
折紙教室への参加については、南丹

市立中央図書館（電話：63－2980）で
受け付けていますのでお問い合わせく
ださい。

平成17年京都府スポーツ賞功労賞を
麻田健治さん（八木町池上）が受賞され
れました。NPO法人八木町体育協会の会
長として町内のスポーツ振興はもとよ
り、町内体育施設の管理運営を行うな
ど、主体的に八木町における生涯スポー
ツの推進に寄与されています。また、南
丹市体育協会の設立準備委員会会長とし
てもご活躍され、南丹市のスポーツ振興
にも尽力されています。現在は財団法人
京都府体育協会理事をされており、今後
のご活躍に期待が寄せられています。

「
い
っ
ぱ
い
思
い
出
で
き
ま
し
た
」

（
3
／
24

山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
退
所
式
・
美
山
町
）

「
〝
楽
し
く
学
ぼ
う
〞
こ
れ
が
基
本
」

（
3
／
17

ひ
よ
し
郷
土
料
理
教
室
・
日
吉
町
）

「
み
ん
な
で
楽
し
く
折
り
紙
に
挑
戦
」

（
3
／
11

折
り
紙
教
室
・
園
部
町
）

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
功
労
賞
を
受
賞
」

（
2
／
28

京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
）
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陽
春
、
う
ら
ら
か
、
霞
た
な
び
く
、

春
眠
暁
を
覚
え
ず
、
花
冷
え
、
若
葉
萌

ゆ
る
…
季
節
は
春
の
装
い
か
ら
初
夏
へ

の
衣
替
え
を
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
南
丹

市
が
誕
生
し
て
か
ら
早
や
四
カ
月
。
四

月
末
に
は
新
市
長
が
誕
生
し
ま
す
。

『
投
票
率
過
去
最
高
で
全
国
初
!
』
そ

ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
全
国
に
発
信
で
き
れ

ば
最
高
の
ス
タ
ー
ト
で
、
待
ち
遠
し
い

季
節
の
訪
れ
で
す
ね
。

（
N
）

八
木
町
本
郷
地
区
に
あ
る
春
日

神
社
で
は
、
毎
年
四
月
十
六
日
、

子
ど
も
御
輿

み
こ
し

が
出
て
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

春
日
神
社
は
平
安
時
代
の
九
三

五
年
、
こ
の
地
の
官
領
地
支
配
役
、

藤
原
重
房
公
が
先
祖
供
養
の
た
め
、

春
日
四
神
を
氏
神
と
し
て
祭
っ
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
毎
年
秋

に
は
大
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
か
ら
は
春
祭
り

に
子
ど
も
御
輿
の
巡
行
が
始
ま
り
、

八
木
小
学
校
の
四
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
男
女
が
担
ぎ
手
と
し
て

集
ま
り
ま
す
。
お
昼
頃
に
神
社
を

出
発
し
た
二
基
の
御
輿
は
、「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
威
勢

の
い
い
掛
け
声
を
響
か
せ
な
が
ら
、

約
四
時
間
か
け
て
町
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。
南
丹
市
に
春
を
告
げ
る

祭
り
に
は
、
御
輿
を
担
い
だ
子
ど

も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
地
元
を

離
れ
て
い
く
と
き
に
、
ふ
る
さ
と

の
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
心
に
残

る
よ
う
に
と
、
地
域
で
祭
り
を
支

え
て
い
る
方
た
ち
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

本紙は環境への配慮から、古紙100％の再生紙に、ソイインキ（大豆油）で印刷しています。
Trademark of American Soybean Association

DATADATA
●総人口：36,176人（△128)
（男：17,344人・女：18,832人）

（△107） （△21）

●世帯数：13,281世帯（△86)
（平成18年4月1日現在）

（ ）内は前月比　

編
集
後
記

春
日
神
社

〝
子
ど
も
み
こ
し
巡
行
〞

―
八
木
町
本
郷
地
区
―

千種
ちくさ

直幹
なみ き

くん（3歳11ヵ月）

理来
り く

ちゃん（1歳11ヵ月）

●園部町小桜町

「子どもって「すごいっ」。どんどん食べて大きくな～れ」
（お父さん・お母さんより）
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